
2026年２月 久保田 直人先生の論文がCancer Science （IF 4.3）に掲載されました

本研究では、腫瘤形成型肝内胆管癌の一部にみられ
る細胆管細胞癌(CLC)成分に注目し、これまで一括
りに語られることの多かった肝内胆管癌が、生物学
的性質の異なる2つのサブタイプに分類されることが
明らかになりました。特にCLC成分を有する肝内胆
管癌は特徴的な遺伝子発現、遺伝子異常を示すとと
もに腫瘍内血管新生が亢進した予後良好なサブタイ
プであり、実臨床的にはOsteopontinの発現を免疫
染色で確認することで精度の高い病理組織学的な分
類が可能であることがわかりました。本研究成果に
より、エビデンスに基づいた肝内胆管癌病変の予後
層別化が可能となり、将来的には治療の層別化によ
る更なる予後の改善が期待されます。
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なお、本成果の一部はUSCAP（The 
United States and Canadian 
Academy of Pathology）2024でも発
表されています。（尾島）
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